
丹
比
地
区
振
興
会

会

長

川
角
一
郎

一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
梅
雨
明
け
後
猛
暑
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。平

素
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
振

興
会
の
種
々
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
振
興
会
の
使

命
は
、
地
域
住
民
の
親
睦
を
は
か
り
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
で
す
。

現
在
は
、
文
化
祭
等
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
は
も
と
よ
り
、
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
よ
り
桜
公
園
の
整
備

や
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
葉
ボ
タ
ン
の
植
栽
な
ど
環
境

整
備
に
よ
る
明
る
い
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
の
行
事
に
加
え
、

自
主
防
災
の
推
進
で
安
心
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
や
、
農
業
振
興
に
つ
い

て
皆
ん
な
で
話
し
合
い
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

振
興
会
は
、
地
域
住
民
が
何
事
に

も
全
員
参
加
で
取
り
組
み
、
実
践
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と

行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
暑
い
日
が
続
き
、
間

も
な
く
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。
皆
様

の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（１）第６号 丹比地区 振興会だより 平成２２（２０１０）年 ８月２３日
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発効 編集委員会

丹比（４月１日現在）

人口 １,５４４人

（前年比-１４人）

世帯 ６３９世帯

（前年比+３世帯）

［市役所登録数値］

丹
比
地
区
振
興
会

だ

よ

り

２
２
年
度

丹
比
地
区
振
興
会

総
会
開
催

平
成
２
２
年
４
月
２
４
日

（
土
）
午
後
７
時
３
０
分
か
ら

吉
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
平
成
２
２
年
度
の
総
会

が
代
議
員
（
行
政
区
代
表
、
地

区
内
活
動
団
体
代
表
、
及
び
振

興
会
活
動
に
賛
同
す
る
も
の
）

７
１
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

規
約
の
定
め
に

よ
り
、
川
角
会
長
が
議
長
と
な

り
、
平
成
２
１
年
度
事
業
及
び

決
算
、
平
成
２
２
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
（
案
）
、
規
約
改

正
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
次
頁
以
降
に
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。な

お
、
代
議
員
全
員
が
い
ず

れ
か
の
部
会
に
所
属
し
、
振
興

会
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
２
年
度
役
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

２
１
年
度
か
ら
継
続
で
す

振
興
会
会
長

川
角
一
郎

副
会
長

新
崎
妙
子

副
会
長

古
川
信
雄

顧
問

奥
田
美
津
子

一
支
部
支
部
長

横
川
智
明

副
支
部
長

岩
田
隆
幸

事
務
局

（
新
）
大
田
清
子

二
支
部
支
部
長

古
川
省
三

副
支
部
長

三
川
庚
辰

事
務
局

菅
田
さ
お
り

三
支
部
支
部
長

柿
上
正
博

副
支
部
長

俵

秀
樹

事
務
局

広
政
重
子

総
務
部
会
部
会
長

泉
迫
あ
き

副
部
会
長

赤
川
正
仁

文
化
・
体
育
部
会
部
会
長
瀬
戸
豊
昭

副
部
会
長

山
根
孝
幸

福
祉
・
環
境
部
会
部
会
長
藤
保
泰
枝

副
部
会
長

横
田
百
合
子

産
業
部
会
部
会
長

鳥
井
康
義

副
部
会
長

大
山
信
雄

振
興
会
監
事

秋
田
登
久
夫

監
事

岩
崎
清
昭

事
務
局

大
野
泰
典

事
務
局

柿
田
治
宣

会

計

花
房
鶴
子

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
成
績

７
月
１
７
日
（
土
）
午
後
五
時
か

ら
吉
田
運
動
公
園
に
お
い
て
、
一
心

祭
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
一

心
祭
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
町
外

か
ら
の
お
客
さ
ん
を
含
め
約
３
，
０

０
０
人
が
納
涼
の
ひ
と
時
を
楽
し
み

ま
し
た
。

丹
比
地
区
か
ら
は
一
心
祭
り
伝
統

イ
ベ
ン
ト
の
武
者
絵
巻
（
吉
川
元
春

隊
）
へ
９
人
、
、
一
心
節
踊
り
へ
６

０
人
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、

多
く
の
子
供
さ
ん
の
参
加
が
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
延
べ
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
２
９
日
安
芸
高
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
浜
田
市
長
ほ
か
市
幹
部
職
員
と
吉
田
町
民

約
１
０
０
人
が
出
席
し
て
支
所
別
懇
談
会
が

あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

浜
田
市
長

景
気
の
悪
化
に
伴
い
市
税
が
減
少
し
厳
し

い
財
政
状
況
で
あ
る
が
、
市
民
生
活
の
安
定

確
保
を
最
優
先
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
自
助
・
共
助
の
力
を
一
層
強

固
に
し
市
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
疑
応
答

○
行
政
無
線
の
設
置
に
つ
い
て

●
現
在
の
防
災
無
線
、
有
線
放
送
施
設
が
老

朽
化
し
て
お
り
、
早
い
時
期
に
方
向
性
を
検

討
す
る
。

○
葬
斉
場
建
設
に
向
け
て
現
状
と
見
通
し
に

つ
い
て

●
旧
吉
田
町
環
境
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
計
画
を

進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
環
境
影
響
調
査
、

解
体
工
事
、
造
成
工
事
を
予
定
し
、
完
成
は

平
成
２
４
年
度
を
目
指
し
て
い
る
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
運
営
方
針
に
つ

い
て●

平
成
２
３
年
度
か
ら
給
食
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
八
千
代
町
土
師
に
建
設
し
て
い
る
。

施
設
管
理
、
献
立
、
食
材
の
発
注
・
検
収
、

給
食
指
導
は
市
の
直
営
と
し
、
そ
の
他
調
理
、

配
送
・
回
収
な
ど
は
民
間
に
業
務
委
託
す
る
。

○
市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
補
強
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

●
今
年
度
、
吉
田
小
学
校
、
吉
田
中
学
校
、

向
原
中
学
校
の
校
舎
の
補
強
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
甲
田
中
学
校
体
育
館
、
向

原
小
学
校
校
舎
、
八
千
代
中
学
校
校
舎
お
よ

び
吉
田
中
学
校
体
育
館
の
実
施
設
計
を
し
年

度
内
に
工
事
に
着
手
す
る
。
残
り
の
学
校
施

設
に
つ
い
て
、
７
小
中
学
校
の
校
舎
、
体
育

館
等
の
耐
震
２
次
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
と
も
計
画
的
に
耐
震
化
を
進
め
る
。

（４）第６号 丹比地区 振興会だより 平成２２（２０１０）年 ８月２３日

開
催
さ
れ
る

団
体
の
部

打
数

優
勝

相
合
五
Ａ

２
４
１

準
優
勝

後
相
合
Ａ

２
５
６

三
位

相
合
三
Ａ

２
６
２

四
位

相
合
四
Ｂ

２
７
６

五
位

津
々
羅

２
７
７

六
位

隠
地
Ａ

２
７
８

七
位

相
合
一
Ａ

２
７
９

八
位

中
原
Ａ

２
８
１

個
人
の
部

打
数

男
性

一
位

川
口
一
美

３
３

二
位

三
川
孝
行

３
３

三
位

柿
上
正
博

３
４

四
位

片
岡
正
義

３
６

五
位

植
田
志
三

３
６

女
性

一
位

片
岡
百
合
子

３
９

二
位

沖
田
タ
ツ
エ

４
０

三
位

川
口
モ
モ
エ

４
１

四
位

清
水
ト
ミ
エ

４
２

五
位

森
下
ス
ミ
エ

４
２

しなやかな手さばき

丹比地区振興会 一心節踊り連 ステージ発表

浜田市長さんの説明

※

編
集
後
記

※

７
月
の
集
中
豪
雨
の
後
、
間
髪
を

い
れ
ず
襲
い
か
か
る
酷
暑
に
う
ん
ざ

り
し
て
い
ま
す
。
裏
の
畑
で
は
、
な

す
、
き
ゅ
う
り
、
と
ま
と
な
ど
み
ん

な
葉
を
た
れ
て
同
じ
思
い
を
し
て
い

ま
す
。

６
号
も
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
、

お
詫
び
し
ま
す
。

総
務
部
会

古
川
信
雄



収 入 の 部

科 　   　目 分 　　類 2１年 予 算 額 内 　訳 　額 2１年 決 算 額 内 　訳 　額 備 　　　   　　　考

会 　　　費 92 ,000 92 ,600

会 費 収 入 92 ,000 92 ,600 463戸 × 200円

補 　助 　金 1,181 ,000 1 ,993 ,000

活 動 助 成 金 861 ,000 861 ,000 安 芸 高 田 市

町 内 一 斉 清 掃 120 ,000 120 ,000 5,000円 × 24集 落

特 色 有 る事 業 0 842 ,000 あ じさい 公 園 の 整 備 ・サ ン フ レ チ ェ 応 援 旗

特 色 有 る事 業 200 ,000 170 ,000 友 愛 訪 問 ・グ ラ ウ ン ドゴ ル フ 予 選

研 修 負 担 金 180 ,000 149 ,600

史 跡 探 訪 180 ,000 149 ,600 59人 × 2500円 ＋ 2人 × 1050円

寄 　付 　金 25 ,000 368 ,685

安 芸 高 田 市 商 工 会 25,000 50 ,000

個 人 寄 付 金 318 ,685 丹 比 地 区 女 性 会

雑 　収 　入 205 ,657 247 ,209

文 化 祭 ﾊﾞｻ ﾞｰ売 上 金 200 ,000 239 ,742 文 化 祭 ﾊﾞｻ ﾞｰ売 上 金

文 化 祭 時 義 援 金 5,000 7 ,134 慈 善 鍋

貯 金 利 息 657 333

繰 　越 　金 436 ,263 436 ,263

繰 越 金 436 ,263 436 ,263 前 年 度 より

合 　　　計 2,119 ,920 2 ,119 ,920 3 ,287 ,357 3 ,287 ,357

丹 比 地 区 振 興 会  平 成 ２１年 度 事 業   収 支 決 算  

支 出 の 部

科 　   　目 分 　　類 2１年 予 算 額 内 　訳 　額 2１年 決 算 額 内 　訳 　額 備 　　　   　　　考

事 　務 　費 195,000 198 ,231

事 務 局 活 動 費 35,000 35 ,000

通 信 費 60,000 35 ,880 切 手 ・は が き ほ か

消 耗 品 費 100,000 102 ,151 用 紙 ・封 筒 ・コピ ー使用 料ほ か

備 品 費 0 25,200 プリンター

会 　議 　費 50,000 45 ,513

総 会 ・役 員 会 ・部 会 50,000 45 ,513

研 　修 　費 25,000 25 ,000

連 絡協 議 会視 察研 修 25 ,000 25 ,000 ５０００円× ５人

事   業  費 1,770 ,000 2 ,269 ,722

まちづくり懇 談 会 0 6,218

史 跡 探 訪 370,000 322 ,345 バ ス代 他

町 内一 斉 清掃 助成 金 120 ,000 120 ,000 5,000円 × 24集 落

高 齢 者 友 愛 訪 問 100,000 90 ,901 食 材 費

あ じさい 公 園 の 整 備 0 368,163 特 色 ある事 業

サ ンフレチェ応 援 0 487 ,500 特 色 ある事 業

広 報 誌 発 行 10,000 2 ,200 定 期 1回

第 一 支 部 活 動 240,000 100 ,000 ふ るさと祭り

第 二 支 部 活 動 150,000 34 ,478 「丹 比さくら公園 」管理

第 三 支 部 活 動 150,000 101 ,475 運 動 公 園 進 入 路 花 　・ﾘｻｲｸﾙ　・子 どもとの ふ れ あい

グラウンドゴル フ大会 100 ,000 100 ,695 春 季 大 会 (チャンピオン大 会 予 選 )・備 品 整 備

丹 比 文 化 祭 400,000 418 ,860 福 引 き 景 品・ﾊﾞｻ ﾞｰ材 料 他

一 心 ま つり 40,000 51 ,249 は っぴクリーニ ング代 他

花 い っぱ い 運 動 10,000 0 春 、秋 各 1回　800～ 1,000本

書 初 め大 会 10,000 9 ,638

農 業 座 談 会 20,000 6 ,000 年 1回

植 栽 地 管 理 20,000 20 ,000 日 南 三角 地

芸 能 文 化 伝 承 30,000 30 ,000 於 手 保 田 楽 ・宇 佐 神 社 神 祇 ・男 山 神 社 獅 子 舞

負   担   金 43,050 43 ,000
吉 田 町 地域 振 興 会連 絡 協 議 会 43 ,050 43 ,000 市 助 成金 の５％

雑 　　費 36,870 13 ,358

義 援 金 5,000 7 ,134 赤 十 字社

敬 老 会 不 足 分 補 助 0 6,224

予 備 費 31,870 0

合         計 2,119 ,920 2 ,119 ,920 2 ,594 ,824 2 ,594 ,824

  3 ,287,357      -      2 ,594,824     =    689,533

（収 入合 計）　　-　（支 出合 計 ）　＝　（次 年度 繰 越）

（２）第６号 丹比地区 振興会だより 平成２２（２０１０）年 ８月２３日

平成２１年度会計 決算報告
振興会では、皆さまから拠出いただいた振興会費と、市の助成金や負担金の収入によって、様々な事業を

進めています。

６
月
６
日
（
日
）
、
丹
比
地
区
住

民
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
吉
田
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。グ

ラ
ン
ド

に
は
、
１
９

集
落
か
ら
３

１
チ
ー
ム
約

２
０
０
名
が

集
ま
り
、
天

候
に
も
恵
ま

れ
，
好
ス
コ
ア
ー
を
念
じ
つ
つ
真
剣

に
球
を
打
つ
姿
と
、
な
ご
や
か
な
笑

い
声
が
み
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
、
団
体
が
８
位
ま
で
、
個

人
は
男
女
と
も
５
位
ま
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を
獲
得
さ
れ

た
か
た
は
４
０
人
お
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
８
団
体
は
、
１
１
月

の
吉
田
町
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
に
出

場
さ
れ
ま
す
。

（３）第６号 丹比地区 振興会だより 平成２２（２０１０）年 ８月２３日

平成２２年度 事業計画
全体活動

６月・6/6 春季グラウンドゴルフ大会（チャンピオン大会予選を兼ねる)

・6/27 春季花いっぱい運動 「マリーゴールド」プランター植栽、公共施設に設置

７月・7/4 一斉清掃 吉田町内の振興会活動として取り組んでいます

・7/17 一心祭り 丹比地区振興会は「一心節踊り」「武者絵巻」運営スタッフやバザーで参加

９月・9/19 ふるさと祭り 丹比体育館運動場で交流イベントを開催

・9/20 敬老の日のお祝いとして対象者に お祝い状 記念品 お弁当を配布

１０月・10/17 敬老会式典と文化祭 吉田運動公園体育館で式典後、発表と展示による文化祭開催

・秋季花いっぱい運動 「葉ボタン」プランター植栽、公共施設に設置

１１月・11/21 吉田町グラウンドゴルフチャンピオン大会 春季大会上位８チームが出場

・視察研修 地域振興・まちづくりの先進地を視察

１２月・12/5 高齢者友愛訪問 対象者に、お弁当を持って訪問交流

・丹比地区農業座談会 丹比の農業について研修

１月・1/5 書き初め大会 吉田地区振興会と共催で、安芸高田市民文化ホールを会場に開催

支部活動 第一支部・ふるさと祭り・環境美化活動（植栽草刈等）・猿掛城本丸樹木整理事業 他

第二支部・桜公園整備事業（竹の伐採、スイセン植栽等）・リサイクル事業の継続 他

第三支部・花いっぱい運動・リサイクル事業・子供とのふれあい事業・環境美化活動（宮崎

神社広場）

啓発・研修事業 広報誌発行（２回）・自主防災組織の設立・地域防犯研究

平成２２年度 予算 （単位 千円）
収入の部 収入予定額 2,893千円

（会費 92 補助金 1,720 研修負担金 135 寄付金 50 雑収入 206 繰越金 690）

支出の部 支出予定額 2,893千円

（事務費 185 会議費 50 研修費 25 事業費 2,400 負担金 45 雑費 188）

規約の改正について
平成２２年度、丹比地区振興会関係団体として設立予定の「丹比地区自主防災会」を、振興会において

も積極的にに支援するため、事業に「自主防災活動」を加え、総務部会の分掌業務とした。

本年度も、皆さんからお預かりした会費を最大限有効活用すべく活動を推進いたしま
すので、今後ともご支援・事業参加、よろしくお願いします。
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